
公共測量 作業規程の準則の訂正 

対象：作業規程の準則（一部改正：令和 5 年 3 月 31 日 国土交通省告示第 250 号） 

訂正対象：令和５年３月３１日 公開用電子ファイル、閲覧用資料   

令和５年４月１８日 訂正 （令和５年４月１日から適用） 

箇所 訂正後（正） 訂正前（誤） 

本文 

作業規程 の

準則 

第２編 基準点測量 

第２章 基準点測量 

第６節 計 算 

（計算の方法等） 

第４１条 

七 基線解析の固定点の楕円体高は、成果表の標高及びジオイド高から求めた値とし、元期座標又は今期

座標とする。ただし、固定点が電子基準点の場合は、成果表の楕円体高又は今期座標とする。以後の基

線解析は、固定点の楕円体高を用いて求められた楕円体高を使用するものとする。 

八 基線解析に使用するＧＮＳＳ測量機の高度角は、観測時に設定した受信高度角とする。 

（計算の方法等） 

第４１条 

七 基線解析の固定点の楕円体高は、成果表の標高及びジオイド高から求めた値とし、元期座標又は今期

座標とする。ただし、固定点が電子基準点の場合は、成果表の楕円体高又は今期座標とする。以後の基

線解析は、固定点の楕円体高を用いて求められた楕円体高を使用するものとする。 

（点検計算及び再測） 

第４２条 

二 ＧＮＳＳ観測 

イ 電子基準点のみを既知点とする場合以外の観測

（１）観測値の点検は、全てのセッションについて、次のいずれかの方法により行うものとする。

（ⅰ）異なるセッションの組合せによる最少辺数の多角形を選定し、基線ベクトルの環閉合差を点

検する。 

（ⅱ）異なるセッションで重複する基線ベクトルの較差を比較点検する。 

（２）点検計算の許容範囲は、次表を標準とする。

環閉合差及び重複する基線ベクトルの較差の許容範囲

項 目 許 容 範 囲 備 考

基線ベクトルの

環閉合差 

水平（ΔＮ、ΔＥ） 20mm√N
 Ｎ ：辺数 

ΔＮ：水平面の南北成分の閉合差又は較差 

ΔＥ：水平面の東西成分の閉合差又は較差 

ΔＵ：高さ成分の閉合差又は較差 

高さ（ΔＵ） 30mm√N

重複する基線ベ

クトルの較差

水平（ΔＮ、ΔＥ） 20mm 

高さ（ΔＵ） 30mm 

（点検計算及び再測） 

第４２条 

二 ＧＮＳＳ観測 

イ 電子基準点のみを既知点とする場合以外の観測

（１）観測値の点検は、全てのセッションについて、次のいずれかの方法により行うものとする。

（ⅰ）異なるセッションの組合せによる最少辺数の多角形を選定し、基線ベクトルの環閉合差を点

検する。 

（ⅱ）異なるセッションで重複する基線ベクトルの較差を比較点検する。 

（２）点検計算の許容範囲は、次表を標準とする。

環閉合差及び重複する基線ベクトルの較差の許容範囲

項 目 許 容 範 囲 備 考

基線ベクトルの

環閉合差 

水平（ΔＮ、ΔＥ） 20mm√N
 Ｎ ：辺数 

ΔＮ：水平面の南北成分の閉合差又は較差 

ΔＥ：水平面の東西成分の閉合差又は較差 

ΔＵ：高さ成分の閉合差又は較差 

高さ（ΔＵ） 30mm√N

重複する基線ベ

クトルの較差

水平（ΔＮ、ΔＥ） 30mm 

高さ（ΔＵ） 30mm 

第３編 地形測量及び写真測量 

第３章 ＵＡＶ写真測量 

第３節 標定点の設置 

（成果等） 

第１４１条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点成果表 

二 標定点配置図 

三 標定点測量簿及び同明細表 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

（成果等） 

第１４１条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点成果表 

二 標定点配置図 

三 標定点測量簿及び同明細簿 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

第３節 標定点の設置 

（成果等） 

第１７５条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点成果表 

二 標定点配置図及び水準路線図 

（成果等） 

第１７５条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点成果表 

二 標定点配置図及び水準路線図 



三 標定点測量簿及び同明細表 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

三 標定点測量簿及び同明細簿 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

第４章 空中写真測量  

第５節 撮 影 

第４款 ＧＮＳＳ／ＩＭＵデータの処理 

 

（ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果の点検） 

第１９４条 

６ 点検資料として、次の各号について作成するものとする。 

一 撮影記録簿 

二 撮影作業日誌 

三 ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表 

（ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果の点検） 

第１９４条 

６ 点検資料として、次の各号について作成するものとする。 

一 撮影記録簿 

二 撮影作業日誌 

三 ＧＮＳＳ／ＩＭＵ計算精度管理表 

第６章 修正測量  

第３節 予 察  

（要 旨） 

第２７６条 「予察」とは、旧数値地形図データの点検、修正箇所の抽出等を行い、作業方法を決定すること

をいう。 

（要 旨） 

第２７６条 「予察」とは、旧数値地形図データの点検、修正個所の抽出等を行い、作業方法を決定すること

をいう。 

第４編 地形測量及び写真測量（三次元点群測量）  

第２章 地上レーザ測量  

（成果等） 

第３７４条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点成果表 

二 標定点・地上レーザスキャナ配置図及び水準路線図 

三 標定点測量簿及び同明細表 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

（成果等） 

第３７４条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点成果表 

二 標定点・地上レーザスキャナ配置図及び水準路線図 

三 標定点測量簿及び同明細簿 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

第３章 ＵＡＶ写真点群測量  

第３節 標定点及び検証点の設置  

（成果等） 

第４１６条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点及び検証点成果表 

二 標定点及び検証点配置図 

三 標定点並びに検証点測量簿及び同明細表 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

（成果等） 

第４１６条 成果等は、次の各号のとおりとする。 

一 標定点及び検証点成果表 

二 標定点及び検証点配置図 

三 標定点並びに検証点測量簿及び同明細簿 

四 精度管理表 

五 その他の資料 

第６章 航空レーザ測量  

第４節 航空レーザ計測  
（航空レーザ計測の点検） 
第５４６条 
７ 点検資料として、次の各号について作成するものとする。 
一 キネマティック解析処理時に出力される計測時間帯の衛星数及びＰＤＯＰ図 
二 コースごとの計測範囲を重ね書きした計測漏れの点検図 
三 飛行コース上に飛行軌跡を展開した航跡図 
四 航空レーザ計測記録簿 
五 航空レーザ計測作業日誌 
六 ＧＮＳＳ衛星の配置等を記載した手簿、記簿 
七 ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表 

（航空レーザ計測の点検） 
第５４６条 
７ 点検資料として、次の各号について作成するものとする。 
一 キネマティック解析処理時に出力される計測時間帯の衛星数及びＰＤＯＰ図 
二 コースごとの計測範囲を重ね書きした計測漏れの点検図 
三 飛行コース上に飛行軌跡を展開した航跡図 
四 航空レーザ計測記録簿 
五 航空レーザ計測作業日誌 
六 ＧＮＳＳ衛星の配置等を記載した手簿、記簿 
七 ＧＮＳＳ／ＩＭＵ計算精度管理表 

 



箇所 訂正後（正） 訂正前（誤） 

付録２ 

公共測量 に

おける測 量

機器の現 場

試験の基準 

7-4 光波測距儀（詳細については、JIS B 7912-4:2016 による。） 

 
 1      2                3                        4                   5           6  7 

測距儀(７点法)観測図 

 

7-4 光波測距儀（詳細については、JIS B 7912-4:2016 による。） 

 
  1      2                3                        4                   5           6  7 

測距儀(７点法)観測図 

 

 

d1            d2                         d3                             d4                    d5         d6 d1             d2                        d3                             d4                    d5           d6 



箇所 訂正後（正） 訂正前（誤） 

付録４ 

標準様式 

付録４ 標準様式  

１．精度管理表 

【基準点測量】 

様式第１―１―１ 基準点測量精度管理表 その１―２ 

１．精度管理表 

【基準点測量】 

様式第１―２ 基準点測量精度管理 その２ 



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  



  

 



箇所 訂正後（正） 訂正前（誤） 

付録５ 

永久標識 の

規格及び 埋

設様式 

（1）金属標の形状と標準規格 

 

区 分 
種 類 

A B 材質 

基準点金属標（その１） 
cm 

8 
cm 

9 

真鍮
ちゅう

・ステンレス 基準点金属標（その２） 
cm 

8 
― 

水 準 点 金 属 標 
cm 

8 
cm 

9 
 

（1）金属標の形状と標準規格 

 

区 分 
種 類 

A B 材質 

    

基準点金属標（その１） 
cm 

8 
cm 

9 

真鍮
ちゅう

・ステンレス 基準点金属標（その２） 
cm 

8 
― 

水 準 点 金 属 標 
cm 

8 
cm 

9 

  

 

 



箇所 訂正後（正） 訂正前（誤） 

付録６ 

計算式集 

基 準 点 測 量 

2.  セオドライト及び測距儀又はトータルステーションを使用した場合の計算式 

基 準 点 測 量 

2.  セオドライト及び測距儀又はトータルステーションを使用した場合の計算式 

 2.2.3 相互偏心の計算 

(2) 𝑆 が既知の場合 

𝑥 ൌ sinିଵ ൬
𝑒ଵ sin 𝛼ଵ ൅ 𝑒ଶ sin 𝛼ଶ

𝑆 ൰ 

 

 

Pଵ ：測点 1 
Pଶ ：測点 2 
P′ଵ ：Pଵの偏心点 

P′ଶ ：Pଶの偏心点 

𝑥 ：偏心補正量 

𝑆 ：PଵとPଶとの距離 

𝑆′ ：P′ଵとP′ଶとの距離 

𝑒ଵ,  𝑒ଶ ：偏心距離 

𝜙ଵ,  𝜙ଶ ：偏心角 

𝑡ଵ,  𝑡ଶ ：観測した水平角 

𝛼ଵ ൌ 𝑡ଵ െ 𝜙1  

𝛼ଶ ൌ ሺ360° ൅ 𝑡ଶሻ െ 𝜙2  

  

2.2.3 相互偏心の計算 

(2) 𝑆 が既知の場合 

𝑥 ൌ sinିଵ ൬
𝑒ଵ sin 𝛼ଵ ൅ 𝑒ଶ sin 𝛼ଶ

𝑆 ൰ 

 

 

Pଵ ：測点 1 
Pଶ ：測点 2 
P′ଵ ：Pଵの偏心点 

P′ଶ ：Pଶの偏心点 

𝑥 ：偏心補正量 

𝑆 ：PଵとPଶとの距離 

𝑆′ ：P′ଵとP′ଶとの距離 

𝑒ଵ,  𝑒ଶ ：偏心距離 

𝜙ଵ,  𝜙ଶ ：偏心角 

𝑡ଵ,  𝑡ଶ ：観測した水平角 

𝛼ଵ ൌ 𝑡ଵ െ 𝜙1  

𝛼_2 ൌ ሺ360° ൅ 𝑡_2 ሻ െ 𝜙2  
 

図２．３ 
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 2.5  標高及び閉合差の計算 

2.5.1 標高及び高低差の計算 

標高𝐻ଶ(𝐻ଵを既知とした場合) 

𝐻ଶ ൌ
𝐻ᇱ

ଶ ൅ 𝐻ଶ
ᇱᇱ

2  

𝐻′ଶ, 𝐻′′ଶ 正反に分けて計算を行う 

正方向 𝐻ᇱ
ଶ ൌ 𝐻ଵ ൅ 𝐷 sin 𝛼ଵ ൅  𝑖ଵ െ 𝑓ଶ ൅ 𝐾 

反方向 𝐻′′ଶ ൌ 𝐻ଵ െ 𝐷 sin 𝛼ଶ െ  𝑖ଶ ൅ 𝑓ଵ െ 𝐾 

高低差 ℎ は 

ℎ ൌ 𝐻ଶ െ 𝐻ଵ 

ൌ 𝐷 sin ቀ
𝛼ଵ െ 𝛼ଶ

2 ቁ ൅
𝑖ଵ ൅ 𝑓ଵ

2 െ
𝑖ଶ ൅ 𝑓ଶ

2  

ただし、 
𝐻௜ ：P௜点の標高 

𝑖௜ ：P௜点の器械高 

𝑓௜ ：P௜点の目標高 

ℎ ：Pଵ点とPଶ点との高低差 

𝐷 ：測定距離 

𝑆 ：基準面上の距離 

𝑍௜ ：P௜点で観測した鉛直角 

𝛼௜ ：P௜点における高低角 𝛼௜ ൌ 90° െ 𝑍௜ 

𝐾 ：両差(気差及び球差) 𝐾 ൌ
ሺ1 െ 𝑘ሻ𝑆ଶ

2𝑅  

𝑘 ：屈折係数（0.133） 

𝑅 ：平均曲率半径 

  

2.5  標高及び閉合差の計算 

2.5.1 標高及び高低差の計算 

標高𝐻ଶ(𝐻ଵを既知とした場合) 

𝐻ଶ ൌ
𝐻ᇱ

ଶ ൅ 𝐻ଶ
ᇱᇱ

2  

𝐻′ଶ, 𝐻′′ଶ 正反に分けて計算を行う 

正方向 𝐻ᇱ
ଶ ൌ 𝐻ଵ ൅ 𝐷 sin 𝛼ଵ ൅  𝑖ଵ െ 𝑓ଶ ൅ 𝐾 

反方向 𝐻′′ଶ ൌ 𝐻ଵ െ 𝐷 sin 𝛼ଶ െ  𝑖ଶ ൅ 𝑓ଵ െ 𝐾 

高低差 ℎ は 

ℎ ൌ 𝐻ଶ െ 𝐻ଵ 

ൌ 𝐷 sin ቀ
𝛼ଵ െ 𝛼ଶ

2 ቁ ൅
𝑖ଵ ൅ 𝑓ଵ

2 െ
𝑖ଶ ൅ 𝑓ଶ

2  

ただし、 
𝐻௜ ：P௜点の標高 

𝑖௜ ：P௜点の器械高 

𝑓௜ ：P௜点の目標高 

ℎ ：Pଵ点とPଶ点との高低差 

𝐷 ：測定距離 

𝑆 ：基準面上の距離 

𝑍௜ ：P௜点で観測した鉛直角 

𝛼௜ ：P௜点における高低角 𝛼௜ ൌ 90° െ 𝑍௜ 

𝐾 
：両差（気差及び球 

差） 
𝐾 ൌ

ሺ1 െ 𝑘ሻ𝑆ଶ

2𝑅  

𝑘 ：屈折係数（0.133） 

𝑅 ：平均曲率半径 
 

 2.7  簡易網平均計算（簡易水平網平均計算及び簡易高低網平均計算） 

2.7.2 条件方程式による方法 

2.7.2.1 条件方程式の組成 

交点の平均方向角、平均座標及び平均標高の計算は次例により条件方程式（共通）を設ける。 
𝑣ଵ െ 𝑣ଶ          ൅ 𝑊ଵ ൌ 0 
𝑣ଷ െ 𝑣ସ          ൅ 𝑊ଶ ൌ 0 
𝑣ଵ െ 𝑣ଷ ൅ 𝑣ହ ൅ 𝑊ଷ ൌ 0 
𝑣ଵ, 𝑣ଶ,∙∙∙∙∙ 𝑣ହ ：各路線の方向角、座標、標高の補正量 
𝑊ଵ, 𝑊ଶ, 𝑊ଷ ：各路線の方向角、座標、標高の閉合差 

 

2.7  簡易網平均計算（簡易水平網平均計算及び簡易高低網平均計算） 

2.7.2 条件方程式による方法 

2.7.2.1 条件方程式の組成 

交点の平均方向角、平均座標及び平均標高の計算は次例により条件方程式（共通）を設ける。 
𝑣ଵ െ 𝑣ଶ          ൅ 𝑊ଵ ൌ 0 
𝑣ଷ െ 𝑣ସ          ൅ 𝑊ଶ ൌ 0 
𝑣_1 െ 𝑣_3 ൅ 𝑣_5 ൅ 𝑊_3 ൌ 0 
𝑣ଵ, 𝑣ଶ,∙∙∙∙∙ 𝑣ହ ：各路線の方向角、座標、標高の補正量 
𝑊ଵ, 𝑊ଶ, 𝑊ଷ ：各路線の方向角、座標、標高の閉合差 

 

図２．８ 
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 2.7.3.1  方向角の観測方程式 

交点 P から交点 Q まで（ 𝑖 路線）の方向角の観測方程式は次式による。 

𝑣௜ ൌ െ𝛿𝑡௣ ൅ 𝛿𝑡௤ െ ൛൫𝑡ᇱ
௣ െ 𝑡ᇱ

௤൯ ൅ d𝑡௜ൟ 重量𝑃௜ 

𝑣௜：残差 

𝑡′௣, 𝑡′௤  ：交点 P 及び交点 Q における零方向の仮定方向角 

δ𝑡௣, δ𝑡௤：𝑡′௣, 𝑡′௤に対する補正値 

𝑑𝑡௜ ൌ 𝛽଴௜ ൅ ෍ 𝛽௜௞

௡೔

௞ୀଵ

െ ሺ𝑛௜ േ 1ሻ180° െ 𝛾௜ 

𝛽௜௞：𝑘番目の節点における観測夾角 
𝛽଴௜：出発点における観測夾角 
𝛾௜  ：結合点における観測夾角 

𝑃௜  ൌ 1 ሺ観測夾角の数ሻ⁄ ：図の場合、観測夾角の数ሺ𝑛௜ ൅ 2ሻ 
𝑛௜ ：節点数 

 

2.7.3.1  方向角の観測方程式 

交点 P から交点 Q まで（ 𝑖 路線）の方向角の観測方程式は次式による。 

𝑣௜ ൌ െ𝛿𝑡௣ ൅ 𝛿𝑡௤ െ ൛൫𝑡ᇱ
௣ െ 𝑡ᇱ

௤൯ ൅ d𝑡௜ൟ重量𝑃௜ 

𝑣௜：残差 

𝑡′௣, 𝑡′௤  ：交点 P 及び交点 Q における零方向の仮定方向角 

δ𝑡௣, δ𝑡௤：𝑡′௣, 𝑡′௤に対する補正値 

𝑑𝑡௜ ൌ 𝛽଴௜ ൅ ෍ 𝛽௜௞

௡೔

௞ୀଵ

െ ሺ𝑛௜ േ 1ሻ180° െ 𝛾௜ 

𝛽௜௞：𝑘番目の節点における観測夾角 
𝛽଴௜：出発点における観測夾角 
𝛾௜  ：結合点における観測夾角 

𝑃௜  ൌ 1 ሺ観測夾角の数ሻ⁄ ：図の場合、観測夾角の数ሺ𝑛௜ ൅ 2ሻ 
𝑛௜ ：節点数 

 

 Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ 測 量 

3. ＧＮＳＳ測量機を使用した場合の計算式 
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3. ＧＮＳＳ測量機を使用した場合の計算式 

 3.4  三次元網平均計算 3.4  三次元網平均計算 

 3.4.3 観測の重み 

(1) 基線解析で求めた値による計算式 

𝑃 ൌ ൫Σ௱௑,௱௒,௱௓൯ିଵ
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 水 準 測 量 

5.  渡海水準測量の計算 

水 準 測 量 

5.  渡海水準測量の計算 

 5.2.2 高低差の計算 

 

 

5.2.2 高低差の計算 
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5.2.3 高低角観測のみによる同時観測（標尺使用） 

 

 

5.2.3 高低角観測のみによる同時観測（標尺使用） 

 

 

 

 5.3  俯仰ねじ法の計算 5.3  俯仰ねじ法の計算 
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